
　
平
成　
年
４
月　
日
に
湯
梨
浜
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
第
３
期
湯
梨
浜
町

議
会
議
員　
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
５
月
８
日
に
は
、
改
選
後
初
と
な
る
第
２
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
長
・
副
議

長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
光
井
哲
治
議
員
、
副
議
長
に
会
見
祐
子
議
員
を
選
任
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
各
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
な
ど
の
委
員
を
選
任
し
、
第
３
期
湯
梨

浜
町
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議会だより

21

25
12

第
３
期
湯
梨
浜
町
議
会
ス
タ
ー
ト

第
３
期
湯
梨
浜
町
議
会
ス
タ
ー
ト

議
長
に
光
井
哲
治 

議
員

　
副
議
長
に
会
見
祐
子 

議
員

第３８号
平成25年6月1日発行
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はま
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（５月８日臨時会）

就
任
あ
い
さ
つ

副議長　会見祐子 議長　光井哲治
　
第
２
回（
５
月
）臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長

並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

名
と
い
う
少
数
の
議
会
構
成
に
舵
を

切
っ
た
以
上
、
今
ま
で
以
上
に
大
所
高
所

で
判
断
決
断
す
る
議
会
運
営
を
心
が
け
て

参
り
ま
す
。

　

第
２
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、
町
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
と
同
時
に
、
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
行
政
が
全
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、
そ
し
て
町
の
頭
脳
（
職
員
）
が

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
力
を
出
し
切
れ
る

よ
う
、
議
会
運
営
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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総務産業常任委員会 総務課、 企画課、 出納室、 町民課 （税務関係）、 産業振興課、 建設水道課、

国民宿舎に関する事項

◎入江　誠　　○松岡 昭博　　河田 洋一　　濱中 武仁　　酒井 幸雄　　会見 祐子

教育民生常任委員会 町民課（税務関係を除く）、子育て支援課、健康推進課、長寿福祉課（地域包括支援センター）、

総合福祉課、 教育委員会に関する事項

◎浦木　靖　　○米田 強美　　増井 久美　　寺地 章行　　上野 昭二　　光井 哲治

議会広報常任委員会 議会広報の実施に関する事項

◎濱中 武仁　　○増井 久美　　寺地 章行　　河田 洋一　　入江　誠　　松岡 昭博　　酒井 幸雄
　上野 昭二　　　浦木　靖　　 会見 祐子　　米田 強美

議 会 運 営 委 員 会 円滑な議会の運営を行うために、 議会運営の全般について協議し、 意見調整を図る

◎寺地 章行　　○河田 洋一　　濱中 武仁　　入江　誠　　浦木　靖

【委員会構成】◎委員長、○副委員長　　※委員の任期は 2 年間です。

浦木 靖 議員

石田事務局長 酒井幸雄 議員 松岡昭博 議員 米田強美 議員

平井書記 岩本臨職

上野昭二 議員 増井久美 議員 河田洋一 議員

濱中武仁 議員 寺地章行 議員 光井哲治 議長 会見祐子 副議長 入江 誠 議員

町民との“つながり”を
実感できる議会に！！
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☆
専
決
処
分
の
承
認

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
３
月　

日
に
参

議
院
で
可
決
、
３
月　

日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
町
税
条
例
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
３
月　

日

付
で
専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
承
認

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険

税
条
例
に
つ
い
て
は
、
増
井

議
員
か
ら
反
対
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
賛
成　

・
反

対
１
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
さ
ら
に
詳
し
い

説
明
を
す
る
よ
う
に
要
望
し

ま
し
た
。

◆
専
決
処
分
と
は
？

　
本
来
な
ら
議
会
の
議
決
が
必

要
な
条
例
や
予
算
な
ど
に
つ
い

て
、
時
間
的
に
議
会
の
開
会
を

待
て
な
い
な
ど
の
場
合
に
町
長

が
議
会
に
代
わ
っ
て
決
定
す
る

こ
と
。

☆
監
査
委
員
の
選
任

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
と

し
て
、
上
野
昭
二
議
員
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成　

年
５
月

８
日
か
ら
平
成　

年
４
月　

日
ま
で
で
す
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
意
見
交
換
会
で

の
「
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
町
社
協
）
へ
の

町
補
助
金
は
カ
ッ
ト
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
を
受

け
て
、
地
域
福
祉
推
進
の
状
況
と
、
町
行
政
と
町

社
協
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
検
証
し
ま

し
た
。

① 

湯
梨
浜
町
の
地
域
福
祉

　
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
誰
も
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ

て
い
た
が
、そ
の
多
く
が
計
画
倒
れ
で
あ
る
。
も
っ

と
積
極
的
な
推
進
体
制
の
構
築
が
必
要
と
考
え
る
。

② 

町
行
政
と
町
社
協
の
関
係

　

町
社
協
は
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
組
織
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、「
共
に
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
」
を
担
う
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
な
い
当
町
で

は
、
町
行
政
と
町
社
協
は
今
以
上
に
連
携
を
強
化

す
べ
き
で
あ
る
。

③ 

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割

　

地
域
住
民
、
町
行
政
、
町
社
協
の
協
働
活
動
体

制
づ
く
り
を
主
業
務
と
す
る
。

（
例
）
在
宅
介
護
を
行
う
た
め
に
、
介
護
保
険
制

度
で
不
足
す
る
部
分
を
地
域
で
支
え
る
形
づ
く
り

④ 

ま
と
め

　

町
補
助
金
は
年
々
精
査
さ
れ
減
少
し
て
い
る
。

急
増
す
る
高
齢
者
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

「
共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
事
業
を
よ
り
充
実
し
、
拡
大
す
る
に
は

町
行
政
の
支
援
強
化
も
必
要
と
考
え
る
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
提
言

地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
提
言

　３月定例会で、議会改革基本問題調査特別委員会

の最終報告を行いました。（抜粋）

◆月例報告会について
　執行部の理解・協力により定着し、情報の共有化

が図られた。

◆常任委員会の活性化について
　一般質問、陳情、予算等の懸案事項については常

任委員会で、中学校統廃合問題については全員協議

会で、課題・進捗状況等の監視・検証が積極的に行

われ、一定の成果を上げられた。

◆議員報酬の見直し
　８月に開催した「住民と議会の意見交換会」での

住民の意見をとりまとめ、本委員会で協議した。そ

の結果、若年層の議員でも安心して議会活動が行え

るような報酬の改定を模索したが、一部の賛同は

あったものの、現在の状況では多くの住民の理解は

得がたいと判断し、当面据え置きと決定した。

◆議会基本条例制定に向けて
　まず具体的な実践を積み重ね、その中で議論を重

ねながら改良を加え、重点推進項目も順次追加しな

がら、一定の成果を重ねた上で将来的に制定すべき

である。

議員報酬は据え置き議員報酬は据え置き
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事
務
局
人
事

　

４
月
１
日
付
の
職
員
人
事
異
動
に

よ
り
、
議
会
事
務
局
に
次
の
と
お
り

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
事
務
局
長

　

石
田
秋
雄
（
産
業
振
興
課
よ
り
）

　

瀬
戸
隆
行
（
産
業
振
興
課
へ
）

☆
臨
時
職
員

　

岩
本
佐
登
美
（
総
合
福
祉
課
よ
り
）

　

朝
日
田
容
子
（
教
育
総
務
課
へ
）

☆
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
☆

議会の傍聴をお気軽に
　皆さんが選んだ議員が、どんな活動をしているか、また、身近な問題がどのように処理されている

か関心がありませんか。議会の日程などは、議会事務局にお問い合わせください。

　議会及び議会事務局に関するご意見をお聞かせください。

　　　　☎　３５－５３４１　　FAX　３５－３６９７　　メール　ygikai@yurihama.jp

あなたの声をお待ちしています。

６
月
定
例
会
の
開
催
予
定

　
６
月　

日
（
金
）

　
　

町
長
提
出
議
案
提
案
説
明
な
ど

　

６
月　

日
（
月
）

　
　

一
般
質
問

　

６
月　

日
（
水
）

　
　

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

６
月　

日
（
金
）

　
　

質
疑
、
討
論
、
採
決
な
ど

141721 19

追悼  松本 繁さん追悼  松本 繁さん
　
去
る
４
月　
日
、
湯
梨
浜
町
議
会

議
員
、
松
本
繁
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　
松
本
さ
ん
は
、
昭
和　
年
に
羽
合

町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、
議
長

を
は
じ
め
、
建
設
常
任
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

地
方
自
治
の
推
進
に
大
き
な
足
跡

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
湯
梨
浜
町
誕
生
後
は
、
平
成　
年

か
ら
４
年
間
議
長
を
務
め
ら
れ
、

「
開
か
れ
た
議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議

会
」
を
目
指
し
て
、
積
極
果
敢
に
議

会
改
革
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
成　
年
２
月
、
体
の
不
調
を
訴

え
ら
れ
て
入
院
。
一
時
は
快
方
に
向

か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

ご
家
族
の
渾
身
の
看
護
も
か
い
な

く
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
も
終
わ

り
、
５
月
も
後
半
、
暖
か
い
陽
気
と

言
う
よ
り
、
暑
い
く
ら
い
の
陽
気
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
暦
の
上
で
は
も

う
夏
、
農
作
業
な
ど
忙
し
い
日
々
だ

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
熱
中
症
な
ど
健

康
管
理
に
は
十
分
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

１
月
か
ら
３
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
発

表
さ
れ
、
実
質
成
長
率
は
年
率
で
プ

ラ
ス
の　
％
と
１
年
ぶ
り
の
高
成
長
。

レ
ー
ス
か
ら
撤
退
し
て
い
た
ホ
ン
ダ

が
自
動
車
レ
ー
ス
の
最
高
峰
「
Ｆ
１
」

へ
の
復
帰
な
ど
、
報
道
で
は
、
元
気

が
出
る
よ
う
な
話
題
が
多
い
が
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景
気
回
復
が
確
か
な

も
の
と
な
れ
ば
、
来
春
に
は
、
消
費

税
が
８
％
に
、
我
が
家
の
古
く
な
っ

た
洗
濯
機
、
今
が
買
い
時
か
。

　
議
会
の
改
選
を
終
え
、
今
期
よ
り
、

議
長
を
除
く
議
員
全
員
で
議
会
広
報

の
編
集
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
み
な

さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ

よ
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
記　
濱
中
）
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